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年頭の御挨拶
　皆様には、新たな期待と希望を持っ
て、健やかに新春をお迎えのこととお喜
び申し上げます。
　数年来続いたコロナ禍を乗り越え、昨
年は様々なイベントで市民の皆様や各団
体の方々と直接お会いできる機会が増
え、以前のような環境に戻りつつあるこ
とにうれしさを感じております。
　一方で、長引く物価高騰が私たちの暮
らしや事業者の活動に大きな影響を与え
る状況が続いています。様々な課題の解
決に向け、市民目線に立った実効性の高
い施策が展開されるよう、全力で取り組
んでまいります。
　昨年４月に行われた市議会議員選挙に
おいて、皆様の負託を受け、新人８人を
含む２８人で新たな大和市議会がスター
トし、はや半年余りが過ぎました。この
間、市議会では前期からの申し送りであ
った、前市長による公共工事のやり直し

の指示に関する調査を行うため、「前市
長による公共工事のやり直しに関する調
査特別委員会」を、令和５年９月定例会
において、全会一致で設置いたしまし
た。市と協力して真相究明の調査・検証
を行うとともに、将来にわたる再発防止
策について、議論を尽くしてまいりま
す。「執行機関の監視」の役割を担う市
議会として、その責務を果たしていく所
存です。
　また、本市の最重要課題の一つである
基地問題では、市民の負担軽減に向け
て、基地に起因する諸問題や今後の運用
についても、引き続き注視してまいりま
す。
　どうか本年も、本市議会への御支援と
御協力をお願い申し上げますとともに、
皆様の御健勝と御多幸を祈念しまして、
新年の御挨拶といたします。
� 令和６年１月
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　新年あけましておめでとうございま
す。
　市民の皆様におかれましては、つつ
がなく新しい年をお迎えのこととお喜
び申し上げます。
　改選期を迎え、新たな議会の顔ぶれ、�
また１６年ぶりの市長の交代という大
和市にとって大きな変化が起きた任期
での初めての新年を迎えました。
　新型コロナウイルス感染症が２類相
当から５類へとなり、様々なイベント
等が４年ぶりと銘打って多く開催され、
全国的に日常を取り戻しつつあり、明
るい兆しも見えてきております。
　しかし、ロシアによるウクライナ侵
略の影響、また中東におけるイスラエ

ルとハマスの戦闘行為からの物価高、
円安等が国内外の経済に大打撃を与え
ており、先行きを楽観視できる状況で
はありません。国も市も対策に取り組
んでいるところですが、当然、この先
も本市の財政に与える影響も不透明だ
と思います。
　新市長として初めて予算を組み、３
月議会に上程される予定ですが、新市
長がどのような予算を組むのか、しっ
かりとチェックをしなければならない
と考えております。これからの状況を
分析して、事業・予算を再構築する必
要があり、少子高齢化・人口減少社会
に対応できるような準備をしなければ
なりません。

　二元代表制の責務を果たし、大和市
議会第一会派として、行財政運営に共
同して責任を負っている議会の役割を
深く自覚しなければならないと考えて
おります。
　今年も広く市民の
皆様と意見交換を
し、神奈川県議会や
国会と連携しながら
行政側に働きかけ、
市政を動かしてまい
ります。本年も変わ
らぬご指導をお願い
いたしまして、新年
のご挨拶とさせてい
ただきます。

　新年あけまして、おめでとうござい
ます。市民の皆様には、日頃よりご支
援・ご協力を賜り心より感謝申し上げ
ます。
　昨年、コロナも５類となり、経済活
動も活発に進められるようになり、お
祭りやイベントも多く開催できるよう
になりました。
　公明党市議団として、昨年は、原油
価格・物価高騰対策支援として、社会
福祉施設等の負担軽減のための光熱費、�
燃料費、食材費の支援実施の緊急要望
を致しました。

　また、市内事業者の売上増加及び市
民生活の支援のため、市内店舗の来店
客が次回使用できる「また来てねクー
ポン券」発行事業の推進やキャッシュ
レス決済を使用しての買い物支援の推
進、小児医療費助成の所得制限の撤廃
を高校生まで拡充することができまし
た。
　子育て支援についても、妊娠から出
産までの費用負担を軽減するため、妊
娠時・出産時に各５万円の給付金支給
が実現しました。このように皆様から
のご要望に取り組み、推進することが

できました。
　本年も総合的な「防災・減災」施策
の推進、総合経済対策の推進、切れ目
のない子育て支援の充実、デジタル社
会の推進、地域公共交通、コミュニテ
ィバスの拡充、高齢者施策の推進等、
誰もが安心して暮らせる共生社会の構
築へ向けて取り組んでまいります。
　公明党市議団は、市民の皆様の声を
しっかり受け止め、施策の推進に全力
で取り組んでまいります。
　地域課題も含め公明党の強みである
国、県、市のネットワークを生かし様 �々

な課題解決に全力で
働いてまいります。
　本年もどうぞよろ
しくお願いいたしま
す。

　明けましておめでとうございます。
新年にあたり、皆様の日ごろのご支援
に心より感謝を込め、年頭のごあいさ
つをさせていただきます。
　私ども「自由クラブ」は市民の皆様
と共に生き、共に自由で明るい大和市
の未来を実現していくという使命を念
頭に、ベテラン・中堅・新人の所属議
員３名が「ワンチーム」の思いで活動
を進めております。
　新年においても議会と行政における
二元代表制を意識しつつ、大和市の新

たな歩みを着実なものとするため、そ
してこどもから高齢者まで誰もが居場
所と出番のある明るく元気な地域社会
を実現するため、必要な施策について
はしっかりと支えていく所存です。特
に新体制が掲げる「市民の幸福」とい
うテーマについては、我々会派の議員
も各々の地域と年代の違いを活かして
積極的な政策提案を行ってまいります。
　また昨年来私たちの生活を直撃して
いる物価高に加え、今後非常に厳しい
状況が見込まれる市の財政や市立病院

の経営に対しては大胆に取り組みを進
め、将来にわたって本市が暮らしやす
く安心・安全なまちとなるよう努めま
す。
　同時に、まちの賑わいの創出や市域
南北のバランス良い発展、福祉のいっ
そうの充実や超少子高齢・人口減少社
会への取り組みについても、行政と切
磋琢磨しつつ全力で取り組んでまいり
ますので、本年も皆様からのよりいっ
そうのご指導とご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

　結びに、新成人な
らびに二十歳を迎え
られた皆様に心より
のお祝いを申し上げ
ますと共に、全ての
方々にとりまして健康が守られ、実り
多き年となりますよう心よりご祈念い
たしまして、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

自民党・新政クラブ 新たな議会の顔ぶれ
� １６年ぶりの市長の交代

市民の声を受け止め
　　　　　　　　施策を推進！

自由で明るい大和市へ
� 新年も市民の皆様と共に

公 明 党

自 由 ク ラ ブ

会派に属さない議員
　新年あけましておめでとうございま
す。私の政治信念である「１円の増税
も許さない」を貫き、市民の自由と自

尊を守り、強い大和、
逞しい日本を残して
いきます。

会派に属さない議員
　去る７月１３日、佐藤克男議員の辞
職に伴い会派大和維新の会は消滅いた
しましたが、日本維新の会所属の村田

は今後とも市民の皆
様の負託に応える所
存であります。

’’ 2 4 年 各 会 派 の 抱 負24 年 各 会 派 の 抱 負

中村　一夫 小倉　隆夫

西田　恵美 福本　隆史

赤嶺　太一

町田　浩文古木　邦明

青木　正始

渡辺　伸明 井上　　貢

鳥渕　　優 山田己智恵

金原　忠博河端恵美子

吉澤　　弘

木村　賢一

町田　零二河内　孝彰

村田　　玲星野　　翔
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　明けましておめでとうございます。
　イスラエルによるパレスチナ自治区
ガザへの無差別攻撃、ロシア、ウクラ
イナ戦争などで多くの命が奪われる惨
状に心が痛みます。
　さらに、物価上昇と日本の円安など、�
大企業や資産家を優遇するアベノミク
ス経済のもとで、庶民の暮らしは一層
厳しい状況におかれています。今こそ
消費税の減税、インボイスの中止など、�
国民の暮らしを支え応援する政治への
転換が急がれます。�

　日本共産党はアメリカのいいなり、
大企業の利益を最優先とする政治をも
とから変え、気候危機打開と脱原発、
食料自給の向上、ジェンダー平等社会
の実現を目指します。これらの実施は
新たな産業の育成と雇用を生み出しま
す。
　市議会では、高い国保税の引き下げ
と従来の紙ベース国保証を存続させる
こと、保育所、入所待機保留児の解消、
学校給食の無償化など更なる子育て支
援の充実や一人ひとりの児童、生徒に

寄り沿った対応しやすい少人数学級の
推進などの教育環境の充実を求めてい
ます。
　また、厚木基地では自衛隊と米軍、
外国軍機も参加する訓練が繰り返さ
れ、改修整備されたオスプレイの試験
飛行など厚木基地の軍事拠点化は許さ
れません。さらにＰＦＡＳ汚染問題、
基地周辺などの土地取引規制に係る問
題など安心安全な市民生活を脅かす課
題が山積みです。
　新古谷田市長の下で、前市長パワハ

ラ疑惑問題で失った市民への信頼を取
り戻す取り組みが、第三者による調査
と共に、議会調査特別委員会で取り組
まれます。
　日本共産党市議団は暮らしやすい大
和市の実現に全力で頑張ります。
　是非、皆様の声を寄せて下さい。

　あけましておめでとうございます。
　２０２３年は新型コロナウイルスが
５類に移行されましたが、ロシアのウ
クライナ侵攻に続き、ガザ戦争の勃発
で、子ども達を含む多くの人が犠牲と
なっています。物価の高騰や気候変動
の悪化など、私たちの暮らしに政治が
大きな影響を与えました。
　２０２４年も、市民の皆様とともに
持続可能な社会をめざし、神奈川ネッ
トの政策を、着実に推進してまいりま
す。

　コロナ禍で人々の交流が制限され、
地域での緩やかな関係づくりが行えま
せんでした。年を重ねても、様々な課
題を抱えていても、地域で安心して暮
らしていくためには、支え合う地域づ
くりが重要です。助け合いの関係を地
域で再構築していけるよう、体制作り
に向けた提案をしてまいります。
　若年非就業者やひきこもりの方など、�
社会とのつながりを失い、社会的に孤
立した若者の増加は、将来にわたる重
大な課題です。制度の狭間で悩み苦し

む人々を支える包括的な支援体制の構
築が急がれます。排除や分断を生むこ
とのない社会づくりに努めてまいりま
す。
　コロナ禍で学校等生活の場において、�
様々な制限を強いられていた子ども達
が受けた影響は、まだ収束していませ
ん。子ども達の健やかな成長に必要な
学びや経験の保障が、どの場所であっ
ても行われるよう、尽力します。
　大和市の緑と農地を守り、食の安全
を保障していくために、地産地消給食

の推進や市民が地域の農産物を積極的
に食べて応援することが重要です。環
境への負荷が少ない暮らし方やまちづ
くりを提案してまいります。
　神奈川ネットは、地域政党として市
民とともに福祉政策やまちづくりを提
案してまいります。

　率直に申し上げて、現在発生してい
る大災害とも言える極めて深刻な経済
危機に対し、政治に危機感が無さすぎ
る。
　この間、国民生活を一切省みず、増
税、社会保険料の負担増を繰り返し、�
そこにコロナ禍、次いで、隣国の戦争
から賃金の上昇を伴わない輸入価格の
高騰による異常な物価高が発生。一方
で国民の所得は３０年前から減少の一
途を辿り、世帯当たりの所得は１００�
万円以上減少している。これは極めて

過酷で異常な経済状態だ。水や空気の
ように欠かせないお金が不足すること
で、子どもが減り、農家が減り、企業、
人材が海外に流出し、自国の供給能力
が失われ、輸入に依存し、物価高に苦
しんでいる。今や日本の一人当たりＧ
ＤＰは先進国で２７位と急速に日本が�
壊れている。しかし、この期に及んで
「財源が、借金が」といまだに国民を
脅す旧来の言論がまかり通っている。
疑問なのは、なぜお金の都合ばかり優
先し、人の都合を後に回す政策を許す

のか。そもそも、お金は政府が発行す
る単なる「引換券」。その引換券に価値�
があるのは交換できる物やサービスが
あるから。ではそれを創っているの
は？それはあなただ！あなたが社会の
価値の根源。お金の都合を優先し、根
源的な価値である国民の暮らしを壊し
てまで引換券の都合を押しつける旧来
の考えが日本を壊してきた。
　私たち虹の会は、こうした旧来型の
行政やお金の都合ばかりを優先し、市
民負担を強める政策には真っ向から反

対する。今、必要なのは足元の経済災
害から全力で市民を守り、安心して子
を産み育て、働き、歳を重ねられる
「人への投資」だ。ピンチはチャン
ス。今年は政治を変える大きな潮目の
年。全力で行動し、新しい時代の選択
肢を示していく。

　立憲民主党は引き続き、市民が第一
の市政に取り組んでまいります。
　昨年は初めての選挙で、皆様のお力
でなんとか当選させていただき、堀合
研二郎と北島康平という二人の新人議
員で、大和市政としては初の「立憲民
主党」会派を結成させていただきまし
た。
　困っている人たちに寄り添いつつ、
住民全員のより良い暮らしを支えると
いう地方政治の本来の目的を肝に銘じ
て、皆様のご意見ご要望にしっかりと

耳を傾けながら、それを市政に反映す
べく市長・職員・議員たちと連携しな
がらも自らの独立性は保持し、あくま
でも大和市民の皆様のより良い暮らし
を第一に考えた市政運営に取り組んで
まいります。
　私たち立憲民主党は、皆様の大和市
を拠点とした生活がより素晴らしきも
のとなるよう願い、下からそっと支え
ていきます。そのために必要なことは、�
より手厚い困窮者支援、障害政策、こ
ども政策、経済の活性化、環境の保護、

バリアフリー化、合理的配慮の促進、
行政のスリム化、業務のＤＸ化、市民
目線の情報提供と庁内の横の連携の強
化等多岐に渡ります。
　そしてこれらの市民利益の向上に議
会として一体となって取り組んでいく
ためには、議会そのものの改革も必要
だと考えます。地方議会とは本来「議
事」機関であり、市民の皆様にとって
何が最善の利益なのかについての協議
を尽くす場であるとの視座に立てば、
今現在の大和市議会は委員会と本会議

を淡々とこなすだけで、十分な機能を
果たしているとは言えません。この認
識は他の多くの会派も同じのようです。
　市民利益の実現、そして、そのため
の議会改革。これらを並行して行うの
が大和市議会立憲民主党の２０２４年
です。

日 本 共 産 党 命こそ宝、コストカット
� から暮らし優先に転換を

虹 の 会 旧来の政治を終わらせよう
� 政治を変える潮目は今！

市民が第一
　　　　Ｆｏｒｅｖｅｒ！立 憲 民 主 党

神奈川ネットワーク運動 支え合う地域づくりに向け
� 市民と共に提案し続けます

堀口　香奈 高久　良美

吉田　奈々 布瀬　　恵

石田　　裕 大波　修二

堀合研二郎 北島　康平
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大和市議会ミニ年鑑　2023

第１回定例会 2月15日～3月14日
　令和５年度各会計予算をはじめ、小児医
療費助成条例の一部改正など議案１９件、
請願１件、陳情４件、特別委員会（前副市
長辞職等に関する調査特別委員会）の廃止
についての委員会提出議案１件、議員提出
議案１件を審議しました。

第１回臨時会 ５月11日
　副市長の選任など議案５件、議員提出議
案１件を審議しました。また、議長、副議
長の選挙、議席の指定、各常任委員会委員
の選任等を行いました。

第２回定例会 6月1日～6月27日
　令和５年度一般会計補正予算など議案９
件、請願５件、陳情２件、おもいやりマス
ク着用条例を廃止する条例など議員提出議
案３件を審議しました。

第３回定例会 �8月30日～9月26日
　令和４年度各会計決算をはじめ、令和５
年度一般会計補正予算など議案２４件、陳
情７件、特別委員会（前市長による公共工
事のやり直しに関する調査特別委員会）の
設置についての委員会提出議案１件、議員
提出議案２件を審議しました。また、議員
の辞職及び繰上補充、特別委員会の設置に
伴い、委員会委員の選任等を行いました。

第４回定例会 11月27日～12月21日
　令和４年度一般会計歳入歳出決算不認定
を踏まえた措置についてや、職員定数条例
の一部改正などを審議しました。
　第４回定例会の詳しい内容については、
次号のやまと市議会だより（２月１日発行
予定）でお知らせしますので、ぜひ御覧く
ださい。

　市議会では、他の自治体で取り組まれてい
る先進事例について調査・研究する行政視察
を行っています。令和５年度に実施した委員
会の視察は、以下のとおりです。

議会運営委員会（１０月２４日～２６日）

静岡県掛川市　：�タブレット端末とペーパー
レス会議システム

愛知県知
ち

立
りゅう

市 ：�ハイブリッド方式を用いた
議会報告会

大阪府岸和田市：�議会における「政策討論会」
の運営

総務常任委員会（１０月１１日～１３日）

福岡県飯塚市　：�飯塚市「働き方改革推進計
画」

福岡県大
おお

牟
む

田
た

市：�防災情報収集システム構築
とリアルタイム情報配信事
業

福岡県大川市　：�デジタルトランスフォーメ
ーション加速化事業

厚生常任委員会（１０月１８日～２０日）

大阪府堺市　　：保育士確保対策
　　　　　　　　�ＳＮＳやＡＩを活用したシ

ングルマザー等就業支援事
業

福井県あわら市：�あわら市の重層的支援体制
整備事業

富山県高岡市　：�高岡市産後ヘルパー派遣事
業

　　　　　　　　高岡まこと銀行

文教市民経済常任委員会�
� （１０月１１日～１３日）

島根県益
ます

田
だ

市：�持続可能な地域づくりとひと
づくりを進める『ひとが育ち
輝くまち益田』～地域に飛び
出す中高生が大人を動かす～

島根県松江市：�ＭＡＴＳＵＥ起業エコシステ
ム推進事業費

　　　　　　　まちづくり推進事業
兵庫県姫路市：姫路市立総合教育センター

環境建設常任委員会�
� （１０月１８日～２０日）

香川県高松市：高松丸亀町商店街再開発事業
香川県坂

さかいで
出市：�坂出市中心市街地活性化公民

連携事業
岡山県岡山市：�地球温暖化対策に関する取り

組み

行政視察報告

「前市長による公共工事のやり直しに関する調査依頼書」を市長へ提出
　令和５年１１月２日に開催された
「前市長による公共工事のやり直しに
関する調査特別委員会」で、調査の対
象工事の選定について協議されました。
　本件については、古谷田市長も詳細
な調査を行うことを明言していたた
め、議会と市長が同じ事項に対して調
査を行うことは二重コストをかけるこ
とにもなりかねないことから、本委員
会で調査の対象工事の選定を行い、議

会として市長へ調査依頼を行うことが
決定されました。
　対象工事は、市が行った管理職実名
アンケート、議会が行った無記名管理
職アンケート等を精査し、次のとおり
に決定されました。
　事業に関する調査として、１．ゆと
りの森、仲良しプラザの床材のやり直
し指示、２．イコーザの壁の塗り直し
指示、３．防災パークの芝生張替え指

示。施設に関する調査として、１．シ
リウスの工事やり直し指示、２．ポラ
リスの工事やり直し指示の合計５施設
の工事のやり直しの経緯及び金額、ま
た予算執行、工事代金の流れ等、公共
工事としての妥当性について法的な判
断の回答を求めるものです。
　同日、調査特別委員会の正副委員長
が正副議長に調査依頼書を提出し、こ
れを受け、議長が市長に対して調査依

頼書を提出しました。
　古谷田市長は、１１月８日の臨時記
者会見で、本件について第三者への委
託による調査を実施することを表明し
ました。

YAMATO

４年ぶりに通常開催された大和市民まつり

「前市長による公共工事のやり直しに関する
調査特別委員会」

調査依頼書を市長へ提出
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